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(引用) https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm
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全学共通教育カリキュラム「専門×データ科学」
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データ科学入門シリーズ（統計学，機械学習，AIを統一した視点から）

5

 データ科学の考え方を１年間で身に着ける
 データ科学入門α，β，γ，δの４科目（Pythonによる実習含む．各1単位）

データ科学入門 β（毎期開講）
回帰・分類問題を用いてデータ科学の考え方を学ぶ 内容:回帰分析の様々な解釈、統計学と機
械学習の考え方の違い、重回帰分析、分類問題、SVM、ロジスティック回帰

Step2

データ科学入門 γ（毎期開講）
データ科学におけるモデルの考え方を学ぶ 内容:データ科学におけるデータ生成観測モデルの考
え方、目的に応じたモデルの選択や扱い、正則化，ニューラルネットワーク

Step3

データ科学入門 δ（毎期開講）
データ解析の一連の流れを実践的に学ぶ 内容:クラスタリング、主成分分析、サンプリング、
データの前処理の考え方、データ科学を誤用しない為に気をつけるべきこと

Step4

データ科学入門 α（毎期開講）
データ科学の考え方の基礎を学ぶ 内容:データ科学とは何か?、Pythonの基礎、意思決定による
データ科学の統一的捉え方、データの特徴記述とデータの生成観測メカニズム、確率の基礎

Step1

© 2025 Waseda University.
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C群科目（自身の専門に対してデータ科学を活用する）

7© 2025 Waseda University.

回帰と分類のデータ科学
様々な分野で重要となる回帰と分類の考え方を深める
キーワード:重回帰分析の統計的性質、一般化線形モデル、木モデル、カーネル法、ニューラルネットワーク、
ディープラーニング、集団学習

時系列構造のデータ科学
時間で変化する系列に対するデータ科学を学ぶ
キーワード:時系列構造とは、トレンド、自己回帰モデル、マルコフモデル、状態空間モデル

潜在構造のデータ科学
データの背後にある潜在的な変数及び数理構造に対するデータ科学の考え方を学ぶ
キーワード:潜在構造とは、因子分析、グラフィカルモデル、階層ベイズ、潜在クラス分析、構造方程式モデリング

空間構造のデータ科学
空間的な変数あるいは関係を持つ変数からなるデータに対するデータ科学の考え方を学ぶ
キーワード:データと空間構造、空間データと関係データ、有向グラフモデル、無向グラフモデル、
様々な基底によるデータの表現、畳み込みニューラルネットワーク

因果構造のデータ科学
データから背後に存在する因果構造を明らかにするデータ科学の考え方を学ぶ
キーワード:相関と因果、ランダム化比較試験、統計的因果推論、傾向スコア、因果ダイアグラム

CⅠ群



キーコンセプト:意思決定写像
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意思決定写像

目的： 量的変数のデータ ଵ ௡ を特徴記述
設定： 一つの代表値（数値）で特徴記述
評価基準： ଵ

ଶ
ଶ

ଶ
௡

ଶ

データ
（量的データ）

ଵ ௡

௜

௡

௜ୀଵ

• 入力（データ）、目的、設定、評価基準が決まれば自ずと出力（意思決定）
が定まるという考え方



本学独自の統一的視点からの教科書シリーズ「ライブラリ データ科学」本学独自の統一的視点からの教科書シリーズ「ライブラリ データ科学」

データ科学は，人間の知的活動を対象とする根源的な学問分野であると共に，人間の
活動や社会の変革・発展に直接的に寄与する分野であり，情報・通信での理論・技術の
進歩やインフラの発展により，今後益々重要となっていくものであるともいえます．
そこで，本ライブラリは，データ科学を統一的視点から体系化し，総合的かつ体系的に
学べるよう配慮された構成としました．
「データ科学とはなにか」「なぜ重要であるか」という問いに対して科学的な視点から考え，
統計学や機械学習等の個別の学問領域からではなく，データ科学を統一的視点から一
つの体系として扱うことを大きな特徴としたテキスト群となっております．

9

松嶋敏泰(早稲田大学教授) 監修
早稲田大学データ科学教育チーム 著

© 2025 Waseda University.

1.データ科学入門I
2.データ科学入門II
3.データ科学入門III
4.データ科学入門IV
5.データ科学実践

6.回帰と分類のデータ科学
7.時系列構造のデータ科学
8.潜在構造のデータ科学
9.空間構造のデータ科学
10.因果構造のデータ科学
11.データ科学のためのモデリング



問題解決の
データ科学(仮) 26年度

全学共通教育カリキュラム「専門×データ科学」

10

データ科学総合演習

データ科学のための
モデリング

統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
γ
・
δ

回
帰
と
分
類
の
デ
ー
タ
科
学

時
系
列
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

潜
在
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

空
間
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

因
果
構
造
の
デ
ー
タ
科
学

データ科学

統計リテラシー
α,β

データ科学
入門α,β

データ科学入門
1,2（統計学
既修者用）

データ科学
入門γ,  δ

データ科学
実践

データ科学のための数学 Rによる統計解析 Pythonによるデータ解析 データ科学のための最適化
（追加予定）

D群CII
群

CI
群

A群

B群

© 2025 Waseda University.

生
成
A
I
の
デ
ー
タ
科
学
（
仮
）

2
6
年
度



データ科学実践
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データ科学実践
データを活用する目的の設定、分析、検証、考察の一連の流れを実践的に学ぶ

意思決定写像

目的：
設定：
評価基準：

データ

• 最終課題としてデータ分析及びレポート作成
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早稲田大学データ科学認定制度
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リテラシー級

初級:A群

中級:C群

上級:D群

中級に加え、D群から2単位取得

初級に加え、CI群の中から2単位を含む
C群から計3単位取得

© 2025 Waseda University.
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リテラシー級

初級:A群

中級:C群

上級:D群

中級に加え、D群から2単位取得

初級に加え、CI群の中から2単位を含む
C群から計3単位取得
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• 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定は「教育プログラム」の認定
• 早稲田大学データ科学認定制度は「学生個人」の認定



問題解決のデータ科学（仮）
26年度

データ科学のためのモデリング

データ科学認定制度

© 2025 Waseda University.

＜ 各級の概要・到達点（学習成果）＞

概要・到達点の目安各級の名称

教養としてデータサイエンスを知る（データ科学を活
用してレポート作成ができる）リテラシー級

データサイエンスの基礎や考え方を研究や仕事に利
用できる（基礎的なデータの分析を実践することが
できる）

初級

データサイエンスを自身の専門的な研究や仕事に
活用できる（自身の専門分野の研究に活用するこ
とができる）

中級

データサイエンスを主な仕事にすることもできる（自
身の専門以外の分野においてもデータ科学を活用
できる）

上級

＜ カリキュラムマップ ＞ 科目の構成と認定制度の級の対応

データ科学入門1,2
（統計学既習者用）

統計リテラシー
α, β

データ科学
入門α, β

データ科学
入門γ, δ

データ科学
実践
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CII
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因
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の
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学

データ科学総合演習 上級（Ｄ群）
中級に加え、D群から修了
要件の科目2単位

中級（Ｃ群）
初級に加え、C群から修了
要件の科目３単位（うち
CI群の中から２科目）

初級（A群）
A群から修了要件の科目5
単位

リテラシー級（A群）
A群から修了要件の科目2
単位

冬クオーター秋クオーター夏クオーター春クオーター

データ科学入門δ

データ科学入門2（統計学既修者用）

データ科学入門γ

データ科学入門1（統計学既修者用）

データ科学入門β

統計リテラシーβ

データ科学入門α

統計リテラシーα

１年生

潜在構造のデータ科学時系列構造のデータ科学回帰と分類のデータ科学データ科学実践２年生

データ科学総合演習データ科学のためのモデリング３年生

中級

判定タイミング＜ 科目履修の例と認定取得のタイミング ＞

データ科学の考え方を学びたい方

統計を中心に学びたい方

初級

２通りのルート
選択が可能

リテラシー級

判定タイミング

上級

生
成
A
I
の
デー
タ
科
学（
仮）

2
6
年
度
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早稲田大学データ科学認定制度（認定証明書）

15© 2025 Waseda University.

▼これまでの認定者数（～2024年度秋学期）



データ科学認定制度 デジタルパンフレットによる制度活用の周知

16© 2025 Waseda University.

https://indd.adobe.co
m/view/9a13332e-
40d3-4bd3-a3fd-
0cdffd14627f

https://indd.adobe.co
m/view/314c3d95-
f60e-4763-899c-
dca7d442018d日本語版 英語版



早稲田大学データ科学オープン認定制度
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「早稲田大学データ科学オープン認定制度」（ノンディグリー）

リテラシー級
（ノンディグリー）
リテラシー級
（ノンディグリー）

初級
（ノンディグリー）

初級
（ノンディグリー）

中級
（ノンディグリー）

中級
（ノンディグリー）

正規科目の履修および単位修得を前提とした「データ科学認定制度」に対応し、正規科目以外の
ノンディグリー教育プログラムを受講した方に、データ科学センターが定める所定の要件を満たした
場合、認定を与える「早稲田大学データ科学オープン認定制度」を2024年度に設置した。

本制度により、自学自習コンテンツを受講している早稲田大学の学生や正規科目を履修できない
データ科学LA、さらには早稲田大学データ科学教育プログラムを受講している他大学の学生や
社会人を対象に所定のデータ科学に関する知識・スキルの基準を満たすことで、以下の３つの
レベルで早稲田大学データ科学センターが認定証明書を発行する。

本制度を通じて、より多くの方がデータ科学を学ぶ機会を得ること、そして、将来のキャリアにおいて
認定証明書を活用することが期待されている。
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早稲田大学
データ科学センター

科目設置

データ科学
オープン認定制度

教育コンテンツ
提供

他大学生
コースメダル
付与

早稲田独自のコー
スメダル付与基準
【主な基準】
・練習問題
・小テスト
・（レポート課題）

各レベルの認定基準

リテラシー級（ノンディグリー） 所定の2つのコースメダル
初級（ノンディグリー） 所定の5つのコースメダル
中級（ノンディグリー） 所定の8つのコースメダル

各級の認定
希望申請

判定処理（年１～２回）
認定証明書発行

早大CDS教員
による確認

科目履修
履修
履歴

他大学 他大学の単位付与
の基準
【主な基準】
・練習問題
・小テスト
・（レポート課題）

履修履歴

他大教員
による確認

他大単位
の付与

・動画
・練習問題
・小テスト
・レポート課題

早稲田大学データ科学オープン認定制度

2024年度 認定者数

68名リテラシー級（ノンディグリー）

68名合計



学内向けオープン認定
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• 一部の大学院生向け科目においてデータ科学認定（中級）が推奨
• 正規の認定では時間がかかりすぎる
• 集中して時間の取れる夏季休業期間・春季休業期間を有効活用したい
• 2020年より自学自習コンテンツを大学院生向けに提供（後述）

経緯・概要

• 学内においてもオープン認定のニーズが高まっている



研究のための大学院生向け自学自習支援
【経緯・概要】
2017年文部科学省の補助事業「データ関連人材育成プログラム（D-DRIVE）」
採択を受け、本学ではD-DATaプログラムとして、大学院生向けに教育プログラムを
提供
2020年10月より、データ科学センターでは「高度な専門性」×「データ科学」を兼ね
備えた修士・博士人材の育成を目的として、データサイエンス自習用オンデマンドコンテ
ンツを提供開始。
大学院生の研究活動において、統計やデータサイエンスを使ったデータ分析を行うため
の自習用コンテンツとして活用を期待（単位は付与しない旨を明記）
→データ科学の研究活用に関する大学院生のニーズ（単位は不要）の

汲み取り

【利用者】
本学大学院生1374名（2025年5月時点）
※Waseda Moodle（非正規科目）にて提供。

【対象コンテンツ】 ※テストを除いて提供
①統計リテラシーα
②統計リテラシーβ
③統計リテラシーγ
④統計リテラシーδ
⑤Rによる統計解析
⑥データ科学入門α
⑦データ科学入門β
⑧データ科学入門γ
⑨データ科学入門δ
⑩データ科学のための数学
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⑪Statistics Literacy α
⑫Statistics Literacy β
⑬Statistics Literacy γ
⑭回帰と分類のデータ科学
⑮時系列構造のデータ科学
⑮潜在構造のデータ科学
⑰空間構造のデータ科学
⑱因果構造のデータ科学
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【STEP1】
大学院生の登録・WEBテスト実施

申請

学生

CDS

登録

WEBテスト
コース

WEBテスト
実施

【STEP2】
データ科学認定制度の初級までの認
定データ・WEBテスト結果データ取得

データ科学認定制度
認定級データ（初級）

WEBテスト
結果（中級科目）

オープン認定
処理対象データ

【STEP3】
データ科学オープン認定処理
（自学自習コンテンツ）

オープン認定
処理対象データ

オープン
認定処理CDS

学生

認定証明書
配付

データ科学オープン認定処理（大学院自学自習コンテンツ利用者）例



オープン認定中級の履修計画例
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春クオーター 夏クオーター 夏季休業期間 秋クオーター 冬クオーター 春季休業期間

M1 データ科学入門α データ科学入門β データ科学入門γ データ科学入門δ
M2 データ科学実践

中級科目１
中級科目２
中級科目３

①M1から履修開始
（全て正規科目）

②学部でDS入門
のみ履修済
（全て正規科目）

データ科学実践
中級科目１

中級科目２
中級科目３

M1

③学部でDS入門
未履修（自学
自修コンテンツ）

M1 データ科学入門α データ科学入門β データ科学入門γ
中級科目１
中級科目２
中級科目３

M2

• 正規科目のみ（通常の認定制度利用）

春クオーター 夏クオーター 夏季休業期間 秋クオーター 冬クオーター 春季休業期間

• オープン認定制度利用

データ科学入門δ
データ科学実践



データサイエンス実践講座
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実施実績受講者数、修了者数
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・本講座の修本講座の修了が認められると、早稲田大学から履修証明書が発行される。
これは、学校教育法第105条の規定に基づくものであり、 履歴書の学歴欄に記載可能。

・文部科学省「職業実践力育成プログラム」（BP:Brush up Program for professional）に2022年12月より認定。
・厚生労働省の教育訓練給付金制度（特定一般教育訓練）の指定講座（2023年10月より指定）。
本講座を修了した場合、受講者本人が支払った教育訓練経費の最大50％に相当する額が給付される。

※2022年10月（秋期）から開始

202420232022

秋期春期秋期春期秋期春期

2936353532---受講者数

データサイエンス実践講座

2835353430---修了者数

実施実績



実践編の内容
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社会人向けオープン認定
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• データサイエンス実践講座受講者もWebテストの受験によりオープン認定
（ノンディグリー）を取得可能に

• データサイエンス実践に相当する部分は講座内のPBL等で実施



まとめと今後の展望

© 2025 Waseda University. 27

• 早稲田大学の全学共通データ科学教育カリキュラム
• 統計学、機械学習、AIを統一した視点から学べるカリキュラム

• 早稲田大学データ科学認定制度
• 級ごとに到達目標を明示することで、各学生の興味関心に合わせたデー
タ科学の学習機会を提供

• 早稲田大学オープン認定制度
• 非正規授業コンテンツ利用者、他大学の学生、社会人を対象とした認定
証明を発行

• より多くの人に対してデータ科学の学習機会を提供

まとめ

今後の展望


